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看護職による保健医療福祉の
連携強化を目指して
看護職による保健医療福祉の
連携強化を目指して

～地域包括ケアの実現に向けて～

包括的・継続的なサービス提供と連携に向けて

　2019 年、日本看護協会は、地域の健康課題
解決に必要な包括的かつ継続的な保健・医療・
福祉などのサービスの提供と創出を図る連携の
在り方や、行政保健師が果たすべき役割、機能
強化について検討した。まず「保健医療福祉の
連携強化のあり方（素案）」を作成して、行政
保健師の取り組み事例の収集や全国調査を実
施。連携の方策に関する現状や課題を把握し「保
健医療福祉の連携強化の基本的な考え方（以下、
連携モデル）」を作成した（図）。

連携強化の基本的な考え方と連携モデル

　現在、市町村では、健康増進法や介護保険法
など複数の法令制度ごとに会議体の設置やケア

システムが構築されている。地域包括ケアの推
進においては、これらを集約・整理しつつ地域
の関係機関・団体との合意形成を図り、地域の
課題を抽出して対応策を検討する必要がある。
　保健所は、地域の保健・医療に関する情報収
集機能、保健・医療・介護従事者への研修機能、
ネットワーク形成の調整機能、住民啓発機能な
どを持ち「既存サービスでは対処しきれないニー
ズ」を把握し、地域のシステムを構築してきた。
そのため、図の連携モデルは、保健・医療・福

祉の関係機関・団体が参画する会議体を行政の
組織内に設置するか、または既存の会議体を活
用し、地域課題の集約、抽出・共有、地域課題
の解決に向けた方策決定、実践、評価といった
PDCAサイクルを効果的に機能させ、地域包括
ケアシステムを構築することを目指している。
　本年度は、モデルをさらに精緻化し、推進す
るための方策を検討する。保健所などを拠点に
モデルを試行し、プロセスや効果を整理して横
展開するための検討を行っていく。

2019年度「看護職賠償責任保険制度」の運営状況 訪問看護事業所の拠点化に向け
報告書など発行　2019 年度（2019 年 4 月 1 日～ 20 年 4 月 1 日）の加入者数は、

16 万 3,050 人（20 年 3 月末時点）。保険支払い件数は 6件で、対
人賠償 0件、対物賠償 6件、人格権侵害 0件、血液曝露（ばくろ）
等 0件だった。「サービス推進室」では 434 件の相談対応・支援
を行い、加入者をサポートした。主な相談内容は「本保険制度の
対象となる業務範囲や補償内容」「事故等発生時の対応」「ハラス
メント相談」などだった。また、年 1回のNews（Vol.26）の発行、
年 5回の研修会実施、HPでの情報提供などを実施した。
　「コールセンター」では、加入確認や改姓・住所変更、加入手
続きに関する問い合わせ、1万 1,829 件に対応した。

発行物のご案内

　日本看護協会
は、2019年度に
厚生労働省委託
事業として行っ
た「訪問看護ス
テーションの拠
点化に関する調
査事業」の報告
書と事例集を発
行しました。事例集では、取り組み

訃　報
　名誉会員の正本宗子様（98 歳）
が 4月 8日に、富沢はま子様（97 歳）
が 23 日に逝去されました。謹んで
哀悼の意を表します。

【瑞宝双光章】
岩城美幸（北海道）、高階久子（青森県）、熊坂
都子、☆村上佳代子（福島県）、林和功（茨城県）、
池田鋭一（群馬県）、菊地眞知子、濵野孝子（千
葉県）、太田日出、松下博美（東京都）、木村弘
江、熊谷久子（神奈川県）、清水紀子（福井県）、
望月美貴子（静岡県）、青木きみ代、大矢早苗、
髙木仁美（愛知県）、今井可奈子、中村よしみ（三
重県）、猪原繁美、大脇和子、佐野惠子、水上
ちえみ（大阪府）、狭間裕子（兵庫県）、小森惠
子（島根県）、古本たつ子、山本多賀子（山口県）、
野口三惠子（徳島県）、森岡仁美（香川県）、音
成佐代子（福岡県）、稲葉眞理、長野佐智子（熊

本県）、松山恭子（大分県）
【瑞宝単光章】
尾形千悦、☆三瓶眞由美（北海道）、島守温子
（青森県）、髙橋愛子（岩手県）、我妻代志子、
☆川元佐多子（宮城県）、佐藤幸美、藤田テツ
子、渡邊健子（秋田県）、宇治泰子、佐藤勝子、
升川和子（山形県）、尾上悦子、佐藤かつみ（群
馬県）、熊木孝子（埼玉県）、横村妙子、竜﨑千
代子（千葉県）、髙橋イシ子、田宮千代美、古
田みゆき（東京都）、瀧本由美子、平田京子、
☆宮内浪子（神奈川県）、佐藤美喜子（新潟県）、
嵐公江、千代惠子（石川県）、田中洋子、山越
節子（福井県）、太田君枝、由上惠子（長野県）、

川嶋千加惠（岐阜県）、櫻井郁子（静岡県）、石
塚美津子、岡田清美、鈴木久美子、藤田由加里（愛
知県）、嶋野玲子、中嶌真知子（滋賀県）、伊藤
文代、奥田淳子（京都府）、德永和子、中谷美
和子、西元直子、吉村ありさ（大阪府）、今西
裕子（兵庫県）、𠩤田幸子（奈良県）、神田眞理
子（島根県）、黒木美津江（岡山県）、筒井茂子、
山田純子（香川県）、中田香代子（愛媛県）、中
原順子（福岡県）、原田由美子（佐賀県）、木下
日出美（長崎県）、佐々木和己、芹田いすず（大
分県）、德永雅子（鹿児島県）
 （敬称略、☆は危険業務従事者）

受章された方は、日本看護協会でお調べし掲載しております。次の皆
さま以外で受章された方は、総務部（☎ 03-5778-8831、E メール
somu1@nurse.or.jp）までお知らせください。

のポイントや成果、課題をまとめて
おり、多世代・多機能に対応したサー
ビス提供拠点、地域の訪問看護事業
者等を支援する連携拠点の２つの視
点から紹介しています。
　全文は本会HP「発行物」からご
覧いただけます。ぜひご活用くださ
い。

　人々が住み慣れた地域で最期まで自分らし
く暮らすためには、地域の実情にあった地域
包括ケアシステムの構築が求められます。住
民や医療機関、事業所が抱える課題を“地域
の共通課題”として捉え、解決する仕組みを
つくるには、看護職間の連携強化が重要です。
　日本看護協会は、2019 年度から重点事業
として「地域包括ケアの実現を支える看護機
能連携システムの構築」に取り組んでいます。
本連載では、これまでの事業の成果から今後
の展望をご紹介します（全 3回）。

受章おめでとうございます
2020年 春の叙勲・褒章

保健医療福祉に関して市町村ごとに実施されている協議会、会議等
図：保健医療福祉の連携強化の基本的な考え方（連携モデル）

保健所管内市町村

保健所

都道府県本庁

課題を集約し、保健医療福祉サービスの全体を俯瞰し地域包括ケアシステムを構築
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